
はじめに

石川県白山地域に生息するニホンザルMacaca

fuscata（Blyth）（以下サルとする）の群れの分布に

ついては，1960年代から継続して調査がされてきた。

特に手取川中流域から尾添川上流域にかけては冬の

サルの分布が詳しく調べられている（河合ほか，

1970；伊沢ほか，1985；滝澤ほか，1994，1998，

2005など）。しかしながら，春から秋までの行動域

等についての報告は少ない。その中で林（1970）は

タイコの群れとして，この群れが中宮道のゴマ平か

ら三又発電所まで季節移動しながら利用しているこ

とを示し，その移動が気温と密接に関係しているこ

とを示唆している。上馬（1992）はラインセンサス

法によるサルの目視調査と痕跡調査から，中宮道沿

いの尾根には少なくとも 3 つの群れが区別でき，そ

のうちの一群が夏には標高2,020mまで達しているこ

とを明らかにした。また三原・野崎（1994）は，ニ

ホンザルの季節移動は積雪地の植物のフェノロジカ

ルな変化に合わせて，サルができるだけ同質なもの

を食べようとするために行動域を変化させているこ

とを示唆し，また季節移動をしているタイコA1 群

の夏期と秋・冬期の行動域を明らかにした。

今回，発信機を装着した群れの四季を通じた行動

を追跡することで，群れの長距離にわたる季節移動

などが明らかになったので報告する。なおサルの痕

跡の貴重な情報をいただいた佐川貴久氏と，サルの

捕獲に際してお世話になった白山市にお礼申し上げ

ます。

調査地と調査方法

調査を行ったのは白山北部の尾添川流域，手取川

流域及び大日川流域である。標高は約190mから約

2,100mに及ぶ範囲で，特に尾添川の流域は地形の急

峻な場所が多い。植生は，低標高地は各河川沿いに

水田雑草群落，ケヤキ群落などや集落があり，斜面

はコナラ林，スギ植林地などである。標高約400m

付近からはクリ－ミズナラ群落，スギ植林，自然低

木群落などとなり，標高約600m付近からはクリ－

ミズナラ群落，ブナ－ミズナラ群落，自然低木群落，

山地高茎草原，人工草地（スキー場），スギ植林な

どがある。標高1,000m前後からチシマザサ－ブナ群

団が現われ，ブナ－ミズナラ群落，山地高茎草原，

自然低木群落などがあり，標高1,500m付近からブ

ナ－ダケカンバ群落やササ－ダケカンバ群落が，標

高1,700m付近からはオオシラビソ－ダケカンバ群

落，ミヤマハンノキ－ナナカマド類群落が主な植生

となっている（石川県白山自然保護センター，1995）。
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調査はこの範囲の車道及び主要登山道において行っ

た（図 1 ）。

調査方法は，発信機（ATS社製首輪式発信機）を

装着した個体をラジオテレメトリー法により追跡し

た。週に少なくとも 1 ～ 2 回の頻度で調査し，追跡

は 2 地点以上で行い測位点を得るようにしたが，電

波を受信できたのが 1 地点のみや交点がでなかった

場合は方向だけを記録した。

結果及び考察

今回追跡したサルは白山市河原山町で2006年 9 月

27日（雌，推定約10歳），同年10月30日（雌，推定

7 歳以上），同年11月10日（雌，推定 7 歳以上）に

捕獲した 3 頭である。これらの所属する群名は捕獲

地点やこれまでの調査でタイコA4 とほぼ同じとこ

ろに生息していたことからタイコA4 関連群と考え

られたが，明らかにタイコA4 とは別行動をしてい

たので、それまでのタイコA4 をタイコA4－1 群と

し，この新しい群れをタイコA4－2 群にすることと

した。なおこの群れは近くにいるタイコA1－1a群及

びタイコA1－1b群とも明らかに別行動をとってい

た。しかし群れの年齢構成など不明なことが多く，

群れの名前については検討の余地はある。これら 3

頭のサルについては毎回ほぼ同じところで測位され

た。2006年 9 月から2007年12月までの間で，少なく

とも方向がとれたものを調査日別に表 1 に示した。

その中で測位点が精度よくとれたもの（表 1 の精度

区分Ⅰ）を図 2 に示した。

捕獲された2006年 9 月から12月までは手取川中流

域の河原山町と仏師ヶ野町の集落付近の林内や林縁

に測位点が集まった。2007年 1 月下旬には大日川流

域の左礫に移動し，2 月上旬に河原山町周辺に戻っ

た後，2 月下旬から 3 月上旬には再び左礫周辺に移

動していた。3 月下旬に河原山町に戻ってからは，

4 月中旬まで河原山町から仏師ヶ野町周辺に測位点

が集中したが，その後はまったく受信できなくなっ
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図１　調査地域及び調査ルート

太線は車道，細線は登山道で実線が調査ルート
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年 月 日 
2006/09/27 
2006/10/03 
2006/10/11 
2006/10/13 
2006/10/16 
2006/10/26 
2006/10/30 
2006/11/08 
2006/11/10 
2006/11/14 
2006/11/24 
2006/12/06 
2006/12/11 
2006/12/19 
2006/12/26 
2007/01/09 
2007/01/15 
2007/01/22 
2007/01/29 
2007/02/05 
2007/02/13 
2007/02/20 
2007/02/26 
2007/03/09 
2007/03/20 
2007/04/05 
2007/04/13 
2007/06/04 
2007/06/07 
2007/06/11 
2007/06/18 
2007/06/19 
2007/06/30 
2007/07/13 
2007/07/17 
2007/07/19 
2007/07/20 
2007/07/23 
2007/07/27 
2007/07/28 
2007/07/29 
2007/07/30 
2007/08/29 
2007/08/30 
2007/09/10 
2007/09/27 
2007/10/11 
2007/10/15 
2007/10/21 
2007/10/22 
2007/10/25 
2007/10/29 
2007/11/01 
2007/11/02 
2007/11/05 
2007/11/06 
2007/11/13 
2007/11/27 
2007/12/3 
2007/12/4 
2007/12/14 
2007/12/19 
2007/12/25

測　位　場　所 
白山市河原山町 
白山市仏師ヶ野町周辺 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市仏師ヶ野町 
白山市河原山町周辺 
白山市瀬戸野 
白山市河原山町 
白山市河原山町 
白山市河原山町 
白山市河原山町 
白山市河原山町 
白山市仏師ヶ野町 
白山市河原山町 
白山市女原 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市仏師ヶ野町 
白山市仏師ヶ野町 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市左礫町 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市左礫町 
白山市左礫町周辺 
白山市左礫町周辺 
白山市河原山町 
白山市仏師ヶ野町 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市荒谷地内 
白山市荒谷地内 
一里野スキー場，加賀禅定道方向 
岩間道，ゴマ平方向 
岩間道，ゴマ平方向 
中宮道方向 
楽々新道，ゴマ平方向 
中宮道方向 
ゴマ平 
中宮道方向 
中宮道方向 
ゴマ平南方標高2020m地点 
ゴマ平周辺 
ゴマ平方向 
ゴマ平周辺 
ゴマ平 
ゴマ平 
中宮道方向 
中宮道方向 
中宮道方向 
中宮道方向 
湯谷頭 
湯谷頭周辺 
中宮温泉 
一里野スキー場山頂 
白山市瀬戸対岸 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市河原山町 
白山市瀬戸町 
白山市河原山町 
白山市仏ヶ師野町 
白山市河原山町 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市河原山町～仏師ヶ野町間 
白山市河原山町 
白山市河原山町 

精度区分 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅱ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅲ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅰ 

備　　　　　　　　考 
捕獲１頭（♀，推定10？才）発信機装着 
 
 
 
 
 
捕獲１頭（♀，推定７才以上）発信機装着 
目視 
捕獲１頭（♀，推定７才以上）発信機装着 
 
 
目視 
 
目視 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
痕跡（複数の糞），発見者・佐川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイコA2－2群が近くにいた 

Ⅰ：精度高く図２に測位点として記載した。Ⅱ：図２に記載せず。Ⅲ：交点が出ず方向だけ明らか。 

表１　タイコA4－2 群の測位結果



た。手取川流域及び一里野までの尾添川流域，左礫

等大日川流域など広範囲に調査したが発見できなか

ったが，6 月 4 日に白山中宮温泉スキー場上部から

の調査で尾添川左岸の荒谷地内に測位点が落ちた。

そして 6 月 7 日までは荒谷地内から受信したが，6

月11日以降になると丸石谷や中ノ川の方向からの受

信に変化し，尾添川の上流側へ移動したことが明ら

かとなった。詳しい場所を確認するため，7 月19日

に白山登山道の一つである岩間道と楽々新道で調査

を行ったところ，中宮道のゴマ平付近に測位点が落

ちた。7 月28日～30日には加賀禅定道の奥長倉避難

小屋までの調査を行いゴマ平方向からの受信が確認

できたが，その前日の27日にはゴマ平から間名古の

頭の間の標高2,020m付近の登山道でサルの新しい糞

が複数確認されている（佐川，私信）ことから，こ

の糞はタイコA4－2 群のものと考えられる。そして

8 月29日～30日に中宮道のゴマ平南方までの現地調

査を行ったところ，中宮道の稜線を超えて東側斜面

にも測位点が落ちた。9 月及び10月中旬にも中宮道

のゴマ平方面からの電波の受信を白山中宮温泉スキ

ー場上部や白山一里野温泉スキー場山頂で確認でき

たことから，夏から秋にかけてはゴマ平付近に滞在

していたと推定される。ただしこの間，電波が非常

に弱くなったり，まったく受信できなかったりした

こともあり，稜線部のみならず同じ付近の斜面の途

中まで下っていたり，尾根の東斜面に入っていたり

していた可能性が高い。10月21日に岩間道の標高

1,700m付近，22日に白山スーパー林道及び25日に新

岩間温泉付近で行ったそれぞれの調査により，この

間は湯谷頭付近に測位点が落ち，10月中旬以降に移

動して標高を下げたことが明らかとなった。さらに

10月29日には白山一里野温泉スキー場の山頂付近

に，11月 1 日には瀬戸集落の対岸の尾添川右岸に，

11月 2 日になると手取川中流域の河原山町にまで移

動したことが明らかとなり，5 ～ 8 日間で直線距離

にして約13km移動したことになる。11月から12月
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図２　タイコA4－2 群の測位位置と最外郭行動域

国土地理院発行20万分の１地形図金沢を使用



には河原山町から仏師ヶ野町にかけて測位点が集中

した（図 2 ）。

これらを踏まえると，タイコA4－2 群の一年間の

行動域は大日川流域の左礫から中ノ川右岸の中宮道

ゴマ平付近までの東西に細長い範囲になる（図 2 ）。

最大移動距離は直線距離にして約22kmであり，標

高270mから標高2,020mまでの標高差1,750mを移動

したことになるが，実際にはこの間，谷底へ降りた

り尾根に上がったりしていることが分かっているの

で，はるかに長い移動をしていることになる。今回

の調査では夏の行動域と冬の行動域，そしてその間

に短い移動期があることが分かり，少なくとも2007

年秋の移動は短期間に行っていることが明らかとな

った。白山麓のサルの冬期分布として約30群確認さ

れているが（林・野崎，2006），今回明らかとなっ

たタイコA4－2 群が移動している行動域には他のサ

ルの群れが10数群存在している（図 3 ）。これらの

群れの行動域はあくまで冬期の分布であるので，タ

イコA4－2 群が移動した時に，それらの群れが分布

していたかどうかは不明ではあるが，少なくとも10

月29日にはタイコA4－2 群の測位点であった白山一

里野温泉スキー場山頂のすぐ近くにタイコA2－2 群

を確認し，また同じ時期に同スキー場のゲレンデの

下部で発信機の付いていない群れを目撃したので，

これらの群れを含めいくつもの群れの間をぬって夏

と冬の行動域を行き来していると考えられる。
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図３　タイコA4－2 群の移動範囲周辺にいたと推定されるニホンザル群れの冬期分布（林・野崎，2006を改変）



おわりに

今まで夏期に白山の標高の高いところに生息して

いるサルの群れの正確な行動は知られていなかっ

た。今回タイコA4－2 群で明らかになった季節移動

は白山地域では最も長距離にわたるものである。こ

の調査だけで定期的に低標高地と高標高地を行き来

していると断定できないが，仮にそのようなことが

歴史的に早い時期から繰り返されているとしたら，

夏期に高標高地にいる群れの中には冬期に低標高地

へ移動して集落付近で生息し（タイコA4－2 では明

らかな被害を出しているところは確認できていない

が），被害を出す可能性のあることも十分考えられ

ることが分かった。今後，タイコA4－2 群の冬期の

行動を追跡するとともに夏期の行動域の調査を行う

ことで，今まで不明だった白山の高標高地でのサル

の群れの行動域や行動パターンを知ることができる

と考えられる。この群れが2007年の夏から秋に生息

していたゴマ平の周辺から白山山頂方向に直線距離

で約 2 kmの地点から上部は高山帯植生が続いてお

り，今後サルの採食によって高山帯植生が撹乱され

る可能性も考えられるので，白山の高山帯の保全と

いう観点からもこの群れのモニタリング調査を継続

することが必要であると考えられる。
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